
electro－palatographyによる  

動的音声学的所見  

じょう  お  l土く た ろう                  放 生 信太郎  

l．本研究の目的  

言語学における音声学的レベルの研究には，伝統的な調音音声学以外にも，  

音響音声学，生理音声学，聴覚音声学など，今日でほさまぎまな手法が利用さ  

れ得る時代になっている。しかしながら，特に種々の機器を用いた研究にはい  

ろいろな制約がつきまとうために，医学や工学系の研究を別にして，文科系の  

言語学では比較的敬遠されがちな傾向にある。   

動物的な勘の冴えと，絶えざる訓練の賜物による調音音声学が無価値だなど  

と言うつもりほ毛頭ない。しかしながら，これと平行して実験による客観的な  

データを貯えて行くという努力も，これからは旺盛に行なって行く必要がある  

ものと信ずる。分けても，種々の税器を用いた実験観察でほ，調音の開始時点  

から終了時点に至るまでの全過程を，余すところなく捕捉することができると  

いう抜群の強泉がある。これに引き替え，旧態依然とした調音音声学では，調  

音全体における最も典型的な一点のみに注目して，これを記号化することで切  

り抜けぎるを得ない。前者が動的音声学（dynamic phonetics）と呼ばれるの  

に対し，後者が静的音声学（static phonetics）と呼ばれる所以である。   

以上で明らかなように，小論は動的音声学の側面から若干の言語現象を捉え  

た一所見である。従来，あまり顧みられることのなかった動的音声学と静的音  

声学におけるギャップが，ほんの少しでも指摘できれば，筆者としては望外の  

よろこびである。  

2．方法論   

2．1分析機器   

本研究では，リオン社製electro・palatograpyを用いる。   

この装置は，64個（ただし，そのうちの1個はマイナス電極として利用）の   
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白金電極を埠め込んだアクリル製人口蓋  
を用いて，調音時における育と口蓋の接  

触状況をパターン化して捉えるためのも  
ので，特に歯音から後部硬口蓋膏にかけ  

ての子音の実相を，調音の開始時から終  

了時まで余すところなく，動的に捉える  

ことのできる，大変便利な器機である。   

なお，習1のような表示でほ，上が口  

腔の前で，下が後ろに当る。また，○は  

接触，＋は非接触を，それぞれ示す。な  

れ 左上の数字は1／64秒ごとの変位を  

示す，フレーム番号である。   

Ib  ＋  

0＋ ＋ ＋0  

0＋ ＋ ＋ ＋ ＋0   

0＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0   

0＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0  

0 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0  

0＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋0  

図1  

2．2 資料およぴインフォーマント   

分析資料は，上に述べたelectro－Palatographyの構造的制約に基づき，調  

音部位のレベルで，歯音（dental），歯茎音（alveolar），そり舌音（retroflex），  

硬口蓋音（palatal），軟口蓋音（velar）に該当するそれぞれの音を，単独発音  

および単語発音で検証した。なお，本稿で取り上げた具体的な言語名と資料を  

掲げれば，次のようになる。  

1．歯音および歯茎昔  

日本語（東 京）  

韓国語（ソウル）  

2．そり舌音  

韓国語（ソウル）  

3．硬口蓋昔  

日本譜（東 京）  

4．軟口蓋昔  

日本語（東 京）  

タ，ダ，ナ；タダノ  

ロバ，7ラ，ラジれ プリ  

tal（月），tbal（仮面），t’al（娘），  

radio（ラジオ），Puri（根）  

mal（馬），mul（水），ttHl（野），pul（火）  

ニヤーニヤー，キャーキャー  

カ（蚊），ガ（助詞などに用いられる鼻濁音  

化したガ），カガ（蚊が）  

次に，この実験でインフォーマントを務めて頂いた方々は，それぞれ   
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日本語（東 京）  遠藤英恵（女性）  

東京都出身，劇団「昂」所属の舞台女優。年  

齢20代  

韓国語（ソウル） 中村智恵子（女性）  

韓国ソウル出身，日本人と結婚後改姓。通  

訳，翻訳，ニュースキャスターなどを歴任。  

年齢30代  

である。可能な限り実験場面での条件統制を図るため，ロ陛の大きさが互いに  

似通っている，中肉中背の女性が選ばれた。また，人工口蓋を装着した際に，  

できるだけ連和感がないように，あらかじめ口に馴染ませる時間を十二分にと  

って，実験に臨んだ。   

3．実験結果  

3．1歯音および歯茎昔   

日本語の［t］［d］［n］を，単独発音の「タ，ダ，ナ」と単語レベルの「タ  

ダノ」で観察する。いずれの場合も舌は，先ず後ろから接触を開始し，前方で  

ピークを迎えた後，再び後方に戻って終息するという結果が得られる。静的分  

析でほ望むペくもない，誠に興味深い結果である。次に，韓国語の「月，仮  

面，娘」で，平音の［t］，激音の［tb］，演者の［t’］の遠いを調べる。舌接触  

という観点からは，濃音の方が，激音よりもやや勝っているという結果が得ら  

れる。   
第3に，いわゆる／r／の膏を日本語と韓国語で対照する。前者でほ，語頭の  

ラ行者は語中のとは異なるということが，明らかにされる。最後に，日本語の  

「ラジオ」「ぶり」を韓国語の「ラジオ」「根」と対照させて，韓国語の方が幾  

分調音点がうしろだということを確認する。   

でほ以上で概観した流れを，次に順を追って具体的な舌一口蓋の接触パター  

ンで点てみることにしよう。  

＜タ＞およびくダ＞   

全体的な特徴は，両者とも良く似通っている。従って，ここでは一括して，  

次に述べる「ダ」の項で代表する。ただし，奴生伯太郎（1988－a）にも指摘し  

てあるように，無声音「タ」の方が有声音の「ダ」よりも，接触と非接触の落   
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図2 ダ［da］  

差は大きいと言える。  

図2は，「ダ」の全体像を巨視的に示したものである。そこで次に，これら  

のうちから特徴的なフレームに注目してみよう。フレームNo・08ほ，「ダ」と  

言ったときの比較的はじめの方に屈する1コマである。常識では，「ダ」と発  

音すると，舌先がすく“に歯の裏に接触するものと思われがちだが，結果はご覧  

のように予想外である。すなわち，最初に看ほロむろの後ろの方につき，それ   
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から前に向かって順々に接触点を拡げていくのだという様子が見て取れるから  

にほかならない。   

続いて，フレームNo．22ほ，「ダ」の最も定常的な部分をとらえた1コマ  

である。たしかに，接触点は舌先に移動しているが，歪要な点は，相変わらず  

後方にも舌の接触点が残っているというところである。   
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最後に，フレームNo．38でほ，すでにほとんど「ダ」の調音は完rしてい  

るのだが，それでも，ご覧のように左後加こ4点だけ，まだしつこく接点が残  

っている。   

以上で確認をして】酎、たように，「ダ」という発古をする場合，舌ほ，まず  

ロむろの後ろの方から接触を開始し，順々に前方へと接触点を移動して行き，  

前方でピークを迎えたのち再び後方へ戻って，すべての調音を完了するのだと  

いうことがこれでハッキリしたことになる。   
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図3 ナ［na］   

＜ナ＞   

はじめに図3によって，「ナ」と調音した時に見られる吉接触の全体像を，  

巨視的に見てみることにする。黒く塗り潰されているポイントを，左の下から  

上へ上へと，右側に向かって順に追っていくことによって接点移動の全体像  

を，大掴みすることができる。次に，特徴的なフレームを個々に眺めてみよ  

う。08ほ，「ナ」における最初のフレームである。やはり，「ダ」のときと同じ   
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ように，舌接触ほうしろから始まって行く，といった様子が見て取れる。  

17ほ，「ナ」のピークを捉えた1コマである。先程の「ダ」と同じく，先端  

部分が接触するだけでなく，うしろの部分も確実に接触しているという点が，  

重要である。   

32は，「ナ」の最終フレームである。調音開始時の第8フレームから数えて  

24フレーム捌こ当るが，後方に相変わらず2点だけ，接点を残している。   
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国4 タダノ［tadano］  

＜タダ／＞   

今度ほ図4によって，単語レベルで「タダノ」と連続しているt，d，nを  

観察して見よう。01は，「タ」の最初のフレームである。やはり，何といって  

もうしろの方から吉接触が始まっているという点が，これまでの例と同様に注  

目すべきチェック・ポイントである。   
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15ほ，「ダ」がそろそろ始まっているところである。ただし，「タ」と調音点  

が同じたので，接触点の目立った移動ほない。また，相変わらずうしろの方に  

も接触点が残ることほ重要な特徴である。   
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39は，「ノ」のピークを捉えている。舌の先端が接触しているだけでなく，  

側面から後方にかけても，かなり広範囲に接触点が分布しているという点に，  

注目して欲しい。   
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44は，「ノ」の最終フレームである。いままでに何度も指摘してきたように，  

後方の接点が最後まで残っているということが非常に良くわかる。   
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図5 ［taL］（月）   

く韓国語の千首t＞   

ほじめに図5によって，韓国語「月」の全体像奄∵くクーーン化して捉えてみ  

る。次に，日本語の場合と同様に，個々の特徴を押さえることとする。   

05ほ，「月」の最初のフレームに当る。日本語の「タ」と違って，いきなり  

最先端部分から接触が始まっている点に，注目すべきである。08ほ，さらに3  

フレームあとの状態だが，やはり後方には接点が点られない。15は，調音の開   
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始から数えて10フレームめである。ようやく，舌の両側面にも接点が拡大され  

てきた様子が窺える。しかし，相変わらずうしろの方には，接点が1つも観察  

されない。  

20ほ，乎音のほぼピークに達した状態である。この段階で，ようやくうしろ  

の方にも接点が見えてきた。29は，平昔のほぼ終盤における1コマである。先  

端部の接触は既に終っているが，うしろの方には，しっかりと接点が残ってい  

ることが確認される。   
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以上をおさらいしておくと，韓国語の千首tは，調音の開始時点でほ後方に  

接点を持たないが，終了時点では，日本語のタ行書のように後方に吾が接触す  

るということが観察された。つまり，平音のtは，前から後ろへと，順に舌が  

接触をして行くのだとパターン化できることになる。   
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図6 ［tbat］（仮面）  

＜韓国語の激音th＞   

はじ捌こ図6によって，韓国語「仮面」の全体像をパターン化して捉えてみ  

る0次に，先程と同様に個々の特徴を押さえることとする。   

07ほ・激音の「仮面」という単語における，最初のフレームである。先の平  

育との決定的な違いの1つに，吾がうしろから接触を始めるという点が指摘で  

きそうである。続いて08ほ，その隣のフレームである。前方に接点が拡がりは   
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じめているが，相変わらず後方にも，接点が残されていることが確認される。  

19ほ，ほぼピークに達した1コマである。中央部のわずかな部位を除いて，  

はとんど全域が接触しているという点が，大きな特徴だと思われる。27は，教  

書の最終フレームである。後方の接点が，最後まで残っている。この点から  

も，先程の平音とは違って，うしろから前に接点を拡大して行き，ピークを迎  

えたのち，再びうしろまで吾が後退してく るといったパターソが，読み取れ  

る。   
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園丁 ［t’at］（娘）  

＜韓国語の波音t’＞  

先ず図7によって，韓国語「娘」の全体像をパターン化して捉えてみる。次  

に，個々の特敏を細かくみて行こう。02ほ，濃音における最初のフレームであ  

る。激育と同じく，接触がうしろから始まって行く様子が見て取れる。05は，  

となりのフレームである。後方にも接点を残しながら，前方へと拡張して行く  

様子が見られる。   
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1引ま，波音のピークに達した1コマである。中央部を残して，はぼ全域に接  

点が確認されるという点でほ，先程の激音と変わらないが，ピーク値における  

1フレーム当たりの総接触点数は，こちらの濃音の方が多いので，舌ほ激音よ  

りも「厚く接触する」と言えそうである。   

27ほ，濃音の最終フレームになる。うしろの方に接点を残して終る，という  

パターンに注目すべきである。   
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図8 ロノべ［roba］  

＜ロバ＞   

図8ほ，日本語ラ行子音のうちから，語頭のラ行者の全体像をパターン化し  

て捉えたものである。次に，個々の特教を探る。   

23は，「ロ」の最初のフレ㌧一ムである。常識的には，前の方から接触が始ま  

って行きそうなものだが，やはりこれまでの例と同じように，実際の吾接触は  

うしろの方から始まっている。24は，その隣のフレームであるムつまり，わず  

か1／64秒という短い時間で，接点は一気に後部歯茎から前部硬口蓋のあたりま  

で，広がったということになる。な札 相変わらずうしろの方にも接点が残っ  

ているという点には，注目しておく必要がある。   

27は，「ロ」のピークに当る1コマである。接点ほ，さらに前の方に広がっ  

てきて，つい忙歯茎部まで達してしまった。しかしながら，中心部分は相変わ  

らず，後部歯茎から前部硬口蓋のあたりにある。また，うしろの方にも接点が  

残っているという点は，これまでの指摘と変わらない。   
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｝■   

33は，「P」の最終フレームである。これまで見てきたものと同様に，最後  

まで残っているのは，やはり後方の接点だということが確認できる。   
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図9 アラ［ara］  

＜アラ＞   

続いて囲9によって，語末のラ行子音の全体像を巨視的に観察してみる。次  

に，個々の特徴を探ってみよう。   

40ほ，「アラ」における最初のフレームである。ここでも，先程の語頭の場  

合と同様に，うしろの方から填触が始まっているということが確認される。41  

には，早くも「ラ」の特徴が良く出てきた。ただし，先程の「ロバ」と比べる  

と，  

庄）語の第2音節に当る  

② アクセン／トを担っていない   

という2点で条件が異なるために，トータルでほ接触点数が大幅に減少して  

いる。   
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図10 日本語の「ラジオ」   

＜日本語［r］と韓国語［r］との比較＞   

最初に囲10によって，日本語の第1音節に立つものの全体像を／くターン化し  

て捉えておく。次に，個々の特徴をみてみよう。  

14は，日本語「ラジオ」のピークである。前からうしろまで，全部で10コの  

接点が観察されるが，ここでの比較は，総接触点数よりも，接触部位の違いに  

注目すべきであろう。従って，取りあえザほ最前列にも接点があるという事実   
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を，重要な特徴として指摘しておきたいところである。   
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図11韓国語の「ラジオ」  

次の図11は，韓国語の第1音節に立つものの全体像を捉えたパターンであ  

る。これらのうちから特徴的なフレームを取り上げてみよう。15は，韓国語に  

おけるピークである。日本語と比べると，最前列に，接点の欠落部分が見え  

る。この点が最も重要なポイントで，調音点が日本語よりも幾分うしろである  

という何よりの証拠になる。なお，総接触点数，調香に要した時間などが，た  

またま日本語よりも多くなっているが，前にも述べたように，このような数億   



城 生 信太郎  

◆ 
 十
  
  
＋ 
 ＋
  
◆ 
  
 ●
  
 ロ
  

＋
 
 
＋
 
 

◆
 
 
◆
 
 

・
 
－
 
 

◆
 
＋
 
 

ロ
 
○
 
 

◆
 
 
◆
 
 

の
 
◆
 
 

0
 
0
 
 

0
 
0
 
 

－  

◆
 
◆
 
 

0
 
＋
 
－
 
◆
 
 

＋                 ■  

◆
 
 
◆
 
◆
 
 
◆
 
 

◆  

◆  ● 
 
－
 
 
■
 
 

＋
 
 
◆
 
 

十
 
 
十
 
 
◆
 
 

■
 
 
■
 
 
◆
 
 

◆
 
◆
 
り
 
 

0
 
ロ
 
ロ
 
 

の単純比較は，ここでほほとんど無意味である。   
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にも接点があるという点ほ，見落とせない重要な特徴である。   
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図13 韓国語の「根」   

次は図13によって，韓国語についてみる。23ほ，  韓国語puriにおけるピー  

クを捉えている。やはり，母音［i］の口蓋化による影響で，硬口蓋から軟口  

蓋のあたりにも接点が確認されるが，最前列には接点ほない。   

以上の結果から，韓国語の方が日本語のラ行子音よりも幾分調音点がうしろ  

だ，ということが掴めたことになる。   
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＜日本語ラ行子音のまとめ＞  

以上は，あくまでもelectro－palatographyのみに頼った生理音声学的結果  

に基づく所見であるが，ここで城生倍太郎（1991Ta）から，KAY社製digital  

Sonagraph，mOde15500 による音響分析結果を引用すれば，より一層，語頭  

における日本語のラ行子音の特異性が浮かび上がってくる。小論では，digital  

Sonagraphによる音響音声学的側面からの分析結果を諭ずるのが主たる目的  

ではないので詳細は別の機会に譲るが，一言だけその特徴を指摘すれば，破裂   
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音などに代蓑される瞬間子音特有のSpike fillと呼ばれる棒状′くターンが，  

きわめて明瞭に語頚の位置では確認されるのである。従って，音響音声学的側  

面からも，日本語における語頭のラ行子音を単純に弾き音の［りで記述して済  

ませてしまうことには，疑義があるということになる。  

3．2 そり舌音   

韓国語のそり百舌を，「馬，水，野，火」で調べる。この結果，接点が前部  

硬口蓋のあたりに収束するという特徴が，みごとに捉えられる。では次に，以  

上で概観した流れを順を追って，吾一口蓋の接触′くターンで見てみることにし  

よう。   
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＜馬＞   

ほじめに園14によって，韓国語の「馬」という単語における全体像を示す。  

ざっと見て，接点がほぼ中腹に収束しているといった様子がうかがえる。次  

に，細部を眺めてみよう。  

12は，「馬」の始発部分にあたるフレームである。舌の接触は，最初の1コ  

マめにして，すでに中腹から始まっている。20は，そり若者のピークを捉えた   



electro－palatographyによる動的音声学的所見  133  

t     ◆     ●  

◆ ●  一  ● －   

● － － ● ● ■ ●   

● ● ●  ●  ● ● ■  

－ － ■  ■ ●  － － ■  

◆ ◆ ◆  ◆   ＋  ■ † ●   

◆ ◆ ◆  ◆   十  ◆ ◆ ■  

◆ ●   ◆   ● ◆  

● ● ●  ■  ● ● ●   

■ ● ●  ●  ■ ■ ●  

◆ ◆ ■  ● ●  ● ＋ ●  

◆ ＋ ◆  ■   ◆  十シ ●  

‾ ‾ ‾   ■    －  ＿ ＿ ●  

◆   ◆  ・－  

－ ●  ｝  ● ◆  

■ ● ＋ ● － ● ■   

● ● ●  ■  ● ● ■  

◆ ◆ ●  ■ ■  ◆ 十 ●  

◆ ＋ ◆  ◆   －  一 十 ■  

● ◆ ◆  ト   十  ◆ 十 ●  

＋ ●   －   ● ◆  
●    ●  

● ■ ◆  ● ● ● ■  
●●   

● ● ●  －  ● ● ●  
●    ●  

十†■  ■ ●  ＋ ◆ ●   

◆ ＋ ◆  十   －  ◆ ◆ ●   

● 十 ◆  ■   ◆  ◆ ◆ ●  

●  ■ ●  

●  ●  

Jト 十 ●   ■ 一   一ト ■ ■   

＋
 
◆
 
 

一
一
 
 
 

＋
 
 
＋
 
 
 

†
 
十
 
 

◆
 
◆
 
 

◆
 
◆
 
 

‾－ ‾－ ■－  十   ◆  †・◆ ▼  

‾ ●    －    ■ －  

● ■ －  ●  ● ● ●   

● ● ■   ■   ■ ● ●  

■      ● ◆ ◆ ●   ■ ●   － ＋ ●   

■◆■＋◆ 一’ ◆   ・● ・◆ ◆ ■  

■ ● ◆  ●  ■ ● ●   

…  ■  ■ ● ●  
●  ●  

◆ ◆ ■   ● ■l  ◆ ＋ ■   

J■ ◆ ■  ＋   ，■ ・● †・■  

‾■ ■  ・－   ■・●  

■ ■←  ●  ● ● ●  

●   ■  ● ■ ■  ●  ● ● ■  コ 
◆ ◆ ■  ● ■   ◆ ● ■   

◆ ■ 一－  ◆   ◆  ◆ ◆ ■  

● ■ －  ◆   十  ◆ ◆ ＋  

・－ ●   †   ● ◆  

■ ■l◆  ■  ● ● ■1  

■ ■ ■   ●   ● ● ■  ■  
■・◆ ◆   ● ●   ■◆ イト ●  

■ ■ ＋  ●  ● ■ ●  

● ● ●   ■   ● ■ ●  

｛・→・1－   ● ●   ◆ －■ ●  

■■ ● ●  ●  ● ■ ■  

■ ● ●   ■   ● ■ ■l   

→■ ◆ ◆   ● ●   †■ ◆ ■  

1コマである。相変わらず，中腹部を中心として鞍点が紘がっている様子が，  

見事に捉えられている。43は，終勧こおける1コマである。最後まで残っ．てい  

る接点も，やほり中腹部であることが，ここから明らかである。従って，この  

子音の調音点ほ，前部硬口蓋のあたりにあるということになる。   
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図15［muL］（水）   

＜水＞   

図15によって，「水」という単語の全体像を示す。ごくおおざっばな印象で  

は，先ほどの「馬」と大差ないように見えるが，細かく見て行くと，多少の違  

いはありそうに思われる。  

19は，最初の1コマである。舌の接触は，「馬」の場合と違ってうしろの部  

位からはじまっている。これは，先行する母音の遠いによるためで，ここで   
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は，うしろ市母音のuによる影響を受けていると解釈される。   

23ほ，ピークを捉えた1コマである。療点が中腹部に収束するという，そり  

舌母音の特徴は，先ほどの「馬」の場合と同じである。ただ，うしろ吉母音の  

形質によって，接点がやや後方にも分布しているという点が異なるところであ  

る。   



electro－palatographyによる動的音声学的所見  137  

＋   ◆
 
◆
 
◆
 
 
 

●
 
 
●
 
 
●
 
 
 

－
 
I
 
◆
 
 

一
 
 
●
 
 

●
 
 
■
 
 

－
 
◆
 
 

十
 
＋
 
 
 

＋
 
＋
 
 

◆   
◆
 
 
＋
 
 

◆
 
 
◆
 
 
 

◆
 
 
◆
 
 
＋
 
 

●
 
 
◆
 
 

◆  
● 
  
● 
  
＋ 
◆ 
＋ 
  
◆ 
 ◆
  
◆ 
 ◆
  
 ◆
  
 

◆  ｛
 
◆
 
 
◆
 
 

◆
 
＋
 
 
＋
 
 

■
 
◆
 
◆
 
 

●
 
◆
 
◆
 
 

＋
 
◆
 
 
 

◆
 
 
◆
 
 

◆
 
＋
 
十
 
 

十
 
 
＋
 
 
＋
 
 

◆
 
 
◆
 
 
＋
 
 

◆
 
－
 
＋
 
 
 

47は，最終フレームである。注目すべき点は，先行する母音の性質に関係な  

く，最後まで前部硬口蓋のあたりに接点が残るということである。つまり，こ  

れこそがまさに，いわゆるそり若者の特徴だということになる。   
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図18［tlHL］（野）  

＜野＞   

図16によてて，初頭子音がデンタルではじまる，「野」という単語の全体像  

を示す。  

19ほ，始発部分を捉えた1コマである。相変わらず，接点の中心が中頗部に  

認められる。25は，ピークを捉えた1コマである。やはり，そり吾音の一般的  

特徴が良く出ているものと思われる。   
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図1丁［put］（火）  

＜火＞   

図17によって，「火」という単語の全体像を示す。09ほ，始発部分に当る。  

これまでの3つと比べて，比較的前の方から接触が始まっているのは，［p］と  

いう，前方に調音点を持っている子音の影響を受けているためである。  

15は，ピークを捉えた1コマである。これまで見てきたそり青書と同様に，  

前部硬口蓋のあたりに接点が収束していることが確認される。   
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3．3：硬口蓋音  

日本語の「ニヤーニヤー」と「キャーキャー」で，硬口蓋音に見られる特散  

の一部を探る。「ニヤ」の子音ほ，この実験結果からの所見では，硬口蓋から  

後部歯茎にかけてかなり広範囲に調音点が分布しているため，伝統的な［♪］  

という記号では，いささか難があるということになる。一九「キャ」の子音  

は予想どおり「ニヤ」よりも奥寄りであるということが，確かめられている。   
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＜ニヤーニヤー＞  

図18によって，「ニヤーニヤー」の全体像を示す。ごく大雑把な印象として  

は，調音点が前の方に集まっているという点が指摘できるかと思う。  

10ほ，第1音節の「ニャー」である。比較的序盤の様子を捉えた1コマだ  

が，すでに前の方にも接点が延びつつあることが確認される。一般にこの音は  

硬口蓋音に分析されている関係で，中腹に接点があるのは当然なのだが，この   
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ように前方にも接点が拡がって行くという細かい部分は，まさに実験音声学で  

なければ，捉えることのできない世界である。  

12ほ，第1音節「ニヤー」のピークである。先ほどから指摘しているよう  

に，接点は中腹部だけにとどまらず，前方にまでおよんでいる。この点から見  

て，日本語の「こヤ」などは，硬口蓋から後部歯茎にかけて，かなり広域にわ  

たる調音点を持つ子音だと言うことができる。   



electro－palatogTaphyによる動的音声学的所見  147   

＋
 
 
◆
 
 †

 
 

＋  

◆        十  I                 ↓                         ■  

＋ 
  
  
 十
 ◆
  
  
十 
－ 
  
 ◆
  
 

●
 
 
●
 
 
＋
 
 

◆
 
－
 
◆
 
 

＋
 
◆
 
－
 
 

十
 
－
 
 

◆
 
◆
 
 

†
 
 
十
 
 

◆
 
 

★
 
 
◆
 
 
十
 
 

◆
 
◆
 
◆
 
 

◆
 
 
●
 
 

■
 
 
＋
 
 
十
 
 

ト
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
■
 
 

◆
 
 
＋
 
 

一
 
 
 
 
 
◆
 
 

◆
 
■
 
 
｛
 
 

・
 
 
・
 
 
－
 
 

＋
 
十
 
↑
 
 

●
 
 
■
 
 
●
 
 

＋  

◆
 
 
◆
 
 

十
 
 
 

－
 
 
 
－
 
 
 
 
▼
 
 

◆
 
 
■
 
 

－
 
 
 
■
 
 

＋
 
◆
 
 

＋
 
 
十
 
 
 

｛
 
◆
 
十
 
 
 

■  
●
 
●
 
 

十
 
■
 
 
 

■
 
◆
 
 
◆
 
 

十
 
＿
 
 

一
 
●
 
 

●  
◆ 
  
◆ 
  
  
 一
  
・ 
 十
  
  
  
 －
  

◆ 
  
十 
  
◆ 
● 
 ◆
  
 

◆ 
  
  
  
● 
  
  
  
● 
 

◆
．
 
 

◆  ＋  ◆   ◆  
◆
 
◆
 
 

＋
 
◆
 
 
 

－
 
 
 
－
 
 

◆
 
 
 
 
－
 
 

＋
 
 
◆
 
 

◆
 
◆
 
 

◆
 
 
◆
 
 

■
 
－
 
 

＋
 
◆
 
 
 

十
 
 
十
 
 
 

◆
 
■
 
 

◆
 
 
◆
 
 

●
 
◆
 
 

●
 
十
 
 
 

◆
 
 
＋
 
 

◆
 
十
 
 

＋
 
 
＋
 
 

●
 
一
 
 

●
 
◆
 
 

＋
 
 
◆
 
 
 

■   
●
 
 
 
 
1
 
 

●
 
－
 
 

●
 
 
 
■
 
 
 
－
 
 

● 
  
◆ 
  
◆ 
 ◆
  
  
■ 
 十
  
◆ 
  
◆ 
  
◆ 
  

◆
 
 
■
 
◆
 
 

◆
 
▼
 
」
 
 

◆
 
◆
 
－
 
 
 

▼
 
 
 
 
■
 
 
 
 
■
 
 

◆
 
 
◆
 
 

－
 
 
 
－
 
 

■
 
 
・
 
 
●
 
 

◆
 
＋
 
 

●
 
 
◆
 
 
◆
 
 

◆
 
◆
 
◆
 
 

†  
＋
 
 
◆
 
 

◆
 
 
◆
 
◆
 
 
◆
 
 

◆
 
 
†
 
 
◆
 
 
◆
 
 

◆
 
 
＋
 
 

＋              ◆  一         ●             ◆  

23ほ，第1音節「ニヤー」の終掛こおける1コマである。この段階までくる  

と，すでに接点はいわゆる硬口蓋にしか確認されなくなっている。旧態依然と  

した調音音声学の世界でほ，言語音の記述はどうしても，たった一瞬の状態だ  

桝こ限られてしまう。しかしながら，現実の言語音は時々刻々と変動を遂げて  

行くという性格を持っており，その全体像を余すところなく捉えておかない  

と，真の意味での科学的な観察はなし得ないということにもなりかねない。ま  

さに，音声学における実験研究の重要性が，ここにあると言えよう。   
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40は，第2音節における「ニヤー」を捉えた，比較的はじめの方の1コマで  

ある0やはり，前方にも接点が散らばっているという点は，先程の第1音節の  

場合と同じである。   

42ほ，第2音節の「こヤー」におけるピークを示している。やはり，硬口蓋  

から後部歯茎にかけて，広範囲に調音領域が分布しているという点ほ，第1音  

節の時と同じである。   

49ほ，第2音節「こヤー」の最終フレームである。やはり，最後は硬口蓋を  

中心として分布しているという点が，第1音の場合節と同じである。   
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因19 キャーキャー［kja：kja：］   

＜キャ←キャー＞   

図19ほ，「キャーキャー」の全体像を示している。ごく大雑把な印象として  

は，後部硬口蓋から軟口蓋にかけて，どちらかというと接点が奥寄りに分布し  

ているという特徴がうかがえる。   

01Ⅰま，第1音節の「キャー」である。比較的序盤の様子を捉えた1コマだ  

が，後部硬口蓋を中心に軟口蓋にかけて接点が拡がっていく様子が，良く捉え   
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られている。  

17は，第1音節の「キャー」におけるピークである。先程の第1フレームか  

ら数えて，16／64秒も経過しているのだが，舌の接触状況は，さほど大きく変  

わっていない。すなわち，硬口蓋から軟口蓋にかけて安定Lた接点が読み戯れ  

るということになる。   

20は，第1音節「キャー」の最終フレームである。最後まで残った接点ほ，  

やはり後部硬口蓋から軟口蓋にかけての部位であった。従って，前に見た「ニ  

ヤ‾」よりは，総じて調音点が奥寄りだということが，これでハッキリしたこ   
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46は，第2音節「キャー」の最終フレームである。最後まで残った接点は，  

第1音節のときと同じく，後部硬口菱から軟口蓋Fこかけての部位だということ  

になった。   
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3．4 軟口蓋育  

このelectro－pAlatographyという装置で，軟口蓋音のように奥深い部位を  

完璧に捉えることは構造上むりなのだが，ワクリ音の観察を通して，間接的に  

その特徴を推し量ることは可能である。ここでは，日本語の「カ」，鼻濁音の  

「ガ」，「蚊が」を資料として，［ka］と［甲］の違いは，ただ単に声帯振動の  

有無とか，鼻音性の有無だけでなく，調音点そのものにもあるという，きわめ  

て興味軌、事実を指摘する。でほ次に，以上で述べた流れをデータによって検  

証してみよう。   
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図28 カ［ka］  

＜カ・ガ・蚊ガ＞   

図20は，「カ」の全体像を示したものである。フレームのレベルでは，31が  

「カ」を捉えた最も定常的な1コマで，特徴となる部分である。すなわち接点  

が，うしろの方に3点だけしか記録されていないという点を，記憶されたい。   
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園21は，一般には［刀］という音声記号が充てられている，鼻濁音「ガ」の全  

体像を示したものである。ざっと見た印象だけでも，「カ」より接点が多く，  

しかも比較的前の方まで接点が拡がっている様子が，うかがえるであろう。16  

ほ，「ガ」の始発部分を捉えた1コマである。たしかに軟口蓋のあたりから接  

触が始まっているが，このあとで，急に様子が一変する。18は，そのわずか2   
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が・証明されたことになる0いかに実験研究が大切であるかを知るうえで，こ  

のフレーム牲大変費重な1コマだと言うことができよう。   
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次に図22によって，単語レベルで「カ」と「ガ」を並べて示す。23ほ，第1  

音節の「カ」を最も良く特徴づけている1コマである。接点ほ，先に見た単独  

の「カ」と同様，彼の方にしか確認されない。   
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36は，第2音節「ガ」のピークを捉えた1コマである。ここでは特に，接点  

がみごとに前方まで進出している様子を指摘しておきたい。つまり，単語レベ  

ルで，間髪を入れずに「カ」と「ガ」を区別するためにはj ただ単に鼻濁音の  

方を鼻むろにも呼気を抜くといった単純なことだけではなく，こうして調音点  

までも移動させている様子が，手にとるようにわかるからにほかならない。日  

ごろ，音韻論的な処理方法だけに慣れ親しんでいる人たちにとっては，このよ  

うた事実の確認が，とりわけ重要な意味を持つものと確信する。   
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4．まとめ  

以上で指摘したように，electro－Palatography を用いることによって．従  

来比較的気づきにくかった調音部位に関する，きわめて詳細なデータを得るこ  

とができた。それらのうちから，特筆すべき点だけをまとめておくと，  

1．韓国語の波音は，舌接触という観点からは激音に勝っている  

2．日本語における語頭のラ行子音は，後部歯茎から前部硬口蓋のあたり  

に調音部位の中心があり，この点で他の環境に現われるものとは異な  

る。また，語頭以外の位置では歯茎が中心的な調音部位である。一  

万，韓国語における／r／は日本語にくらべて，幾分調音点が奥寄りに  

なる。なお，音響音声学的側面からも，日本語における語頭のラ行子  

音には破裂的なノイズが確認されていろ   

3．韓国語のそり青書［L］の調音部位は，ほぼ前部硬口蓋のこぁたりにある   

4．日本語における「ニャ」行子音ほ，硬口蓋だけでなく後知歯茎にまで  

調音部位を拡げている。従って，敢密に言うと，［正］という音声記号  

では不適当だということになる。あえてこの実験結果に基づく所見を  

述べれば，補助記号を用いて［モ］とするか，または歯茎的硬口蓋音  

の［笹］とするのが妥当なところだと思われる  

5．日本語における鼻濁音の「ガ」ほ，間接的な観察でほあるものの，  

「カ」行子音よりは調音部位が前まで進出していることが確かめられ  

た。従って，少なくとも［k］［g］と全く同じクラスの調音点を持つと  

ほ断定し難い，という所見を提出しておく  

ということになる。ただし，ここで断っておかなければならないことは，小  

論で述べた見解は，あくまでも特定の実験データの範囲内に限られるというこ  

とである。従って，ここでの中間的な結論をより確実にするためには，今後と  

も引き続き事実観察を行なって行かなけれほならない。   

しかしながら，だからと言って一部の人たちがしばしば批判しているよう  

に，たった1例の観察結果に苦味がないなどとは毛頭思っていない。1例たり  

とも，事実は事実である。それに，もっと本質的なことだが，ネイティブなら  

だれでも手当たり次第おかまいなしに観察するという態度は，科学的な研究に  

おいては取られていないのだという点にも留意して頂かなければならない。し   
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かるべき基準によって，あらかじめ予備調査を行ない，その上で被論者のター  

ゲットが絞り込まれているのである。ここが，いわゆる専門家の腕の見せ所と  

いうことになろう。あるサンプルが有効か無効かの判断そのものが，実験研究  

でほきわめて大切なボイン∵卜なのである。そのようなわけで，本研究にも背後  

に複数の予備調査における結果が踏まえられていることを付言しておく。ちな  

みに韓国語では，姜蚊延，金順錦，閃光準，金善姫などの諸氏から，すでに予  

備調査の段階でデータを提供して貰っている。  

【付記】   

この実験観察が行なわれた現場の記録ほ，株式会社アポロンからビデオ資料  

として公刊してある。参考および引用資料欄の城生信太郎（1991－C）が，これ  

である。また，本稿でほ図版が命である。しかしながら，「レフェリーのある  

学会」でほ資金腰から，本稿のように金のかかる論文を掲載することがきわめ  

て難しい。その点で，大学の紀要こそは，このような性格の論著を発表するの  

に最もふさわしいメディアであると確信して，敢ぇて小論を投じた次第であ  

る。  

（1991．掴．脱稿）  
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